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　高校教諭として勤め始めたころから、犯罪や非行をした人の立
ち直りを支える更生保護のボランティア活動を続ける山口信郎さ
ん。「本人の力で地域や福祉とつながっていかれるように、将来
に向けた話ができると、本人は“今”を見つめることができ、自然
と気持ちも前に向いていく。必ずしも始めから全力でスタートす
る必要はない」と笑顔で話す。保護司となって30年、「出会いか
ら学ぶこと、人から学ぶことが実に多い」という山口さんの座右
の銘は、今も変わらず胸に置かれている。
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定
ま
り
に
く
い
深
刻
な
状
況
も
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
平
成
15
年
ご
ろ
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
障
害

者
や
高
齢
者
に
よ
る
犯
罪
の
現
状
、
背
景

が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
出
所
者
の
福

祉
的
支
援
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
、
国
で
は
「
刑
務
所
出
所
者

等
の
社
会
復
帰
支
援
に
関
す
る
関
係
省
庁

連
絡
会
議
」
に
お
い
て
、
福
祉
の
支
援
が

必
要
な
人
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
申
請
手
続
の
援
助
な
ど
を
行
う
た

め
、
矯
正
施
設
・
更
生
保
護
施
設
に
社
会

福
祉
士
等
の
配
置
を
促
進
す
る
な
ど
、
福

祉
の
支
援
を
必
要
と
す
る
出
所
者
の
地
域

定
着
支
援
策
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
21
年
以
降
、「
地
域

生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
や
、

職
場
体
験
な
ど
の
総
合
的
な
就
労
支
援
策

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
１ 

専
門
的
知
識
を
も
つ
更
生
保
護
・
犯
罪
予

防
に
当
た
る
国
家
公
務
員

※
２ 

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
地

域
で
支
え
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

幸
せ
・
生
き
が
い
探
し
の
支
援

　
出
所
し
た
障
害
者
・
高
齢
者
が
地
域
で

生
活
し
て
い
く
た
め
、
平
成
21
年
度
よ
り

全
国
で
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
（
平
成
23
年
度
末
、
全

都
道
府
県
で
開
設
）。

　
本
年
12
月
で
開
所
２
年
を
迎
え
る
「
神

奈
川
県
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
」

（
以
下
、「
支
援
セ
ン
タ
ー
」）
で
は
、
障

害
者・高
齢
者
の
「
特
別
調
整
」【
次
ペ
ー

ジ
参
照
】
を
対
象
と
し
て
、
横
浜
保
護
観

察
所
と
協
働
で
矯
正
施
設
退
所
後
の
生
活

環
境
調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
（「
地

域
生
活
定
着
促
進
事
業
」）。

　
支
援
は
個
々
人
に
よ
り
内
容
が
異
な
り

ま
す
が
、
ま
ず
、
居
住
場
所
の
確
定
、
住

民
票
の
異
動
・
設
定
、
生
活
保
護
受
給
の

手
続
き
が
対
象
者
に
共
通
し
て
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

生
活
環
境
調
整
は
、
対
象
者
が
矯
正
施
設

に
入
所
し
て
い
る
間
か
ら
始
ま
り
ま
す

更
生
保
護
と
は

　
平
成
20
年
に
施
行
さ
れ
た
更
生
保
護
法

で
は
、「
更
生
保
護
」は
、
犯
罪
を
し
た
人

や
非
行
の
あ
る
少
年
を
社
会
の
中
で
適
切

に
処
遇
す
る
こ
と
（
社
会
内
処
遇
）
に
よ

り
、そ
の
再
犯
を
防
ぎ
、非
行
を
な
く
し
、

こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
改
善
更
生
す
る
こ
と

を
助
け
る
こ
と
で
、
社
会
を
保
護
し
、
個

人
お
よ
び
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。「
社
会
内
処
遇
」

と
い
わ
れ
る
も
の
に
は
、
面
接
な
ど
に
よ

り
出
所
者
と
関
わ
り
、
生
活
状
況
に
お
い

て
助
言
な
ど
を
行
う
保
護
観
察
や
、
出
所

者
の
更
生
と
社
会
復
帰
に
向
け
た
生
活
環

境
の
調
整
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

急
速
な
高
齢
化
、
再
犯
の
増
加

　
更
生
保
護
を
取
り
巻
く
課
題
と
し
て
、

出
所
者
の
急
速
な
高
齢
化
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
出
所
受
刑
者

数
を
み
る
と
、
図
の
と
お
り
、
平
成
23
年

度
は
２
６
２
９
人
（
同
年
出
所
受
刑
者
全

体
２
万
８
５
８
３
人
中
９
・２
％
）と
な
っ

て
お
り
、
平
成
14
年
度
の
１
１
８
８
人
か

ら
10
年
で
２
倍
以
上
増
加
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
70
歳
以
上
で
み
て
も
、
平
成
23

年
度
は
１
２
５
４
人
と
な
っ
て
お
り
、
毎

年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
入
所
受
刑
者
も
最
近
20
年

間
、
初
犯
・
再
犯
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ

り
、罪
名
の
多
く
は
、万
引
き
な
ど
の
「
窃

盗
」
が
71
・
３
％
、
続
い
て
「
横
領
」
が

14
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
（
平
成
22
年

度 

警
視
庁
調
べ
）。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
仮
釈
放
の
割
合
（
平

成
22
年
度
は
28
・
３
％
）
は
、
出
所
受
刑

者
全
体
の
割
合
（
同
49
・
１
％
）
に
比
べ

て
低
く
、
仮
釈
放
の
場
合
は
保
護
観
察
官

（
※
１
）・
保
護
司
（
※
２
）
が
付
い
て
保
護

観
察
を
受
け
ま
す
が
、
高
齢
者
の
約
７
割

は
満
期
出
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
場
合
は
、
仕
事
が
な
く
身
寄

り
が
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
帰
住
先
が

　
刑
務
所
や
少
年
院
な
ど
の
矯
正
施
設
に
入
所
し
た
人
の
中
に
、
福
祉
的
支
援
を
必
要
と

す
る
障
害
者
・
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
知
的
障
害
（
知
能
指
数
69
以
下
。
テ
ス
ト

不
能
含
む
）
の
あ
る
新
規
受
刑
者
（
平
成
23
年
度
は
６
４
６
８
人
）
は
、
毎
年
全
体
の
２

割
強
を
占
め
て
お
り
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
出

所
後
の
支
援
の
乏
し
さ
か
ら
、
犯
罪
を
繰
り
返
す
「
累
犯
」（
再
犯
）
が
多
く
な
っ
て
い
る

こ
と
も
社
会
的
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
累
犯
障
害
者
・
高
齢
者
の
現
状
と
地

域
で
生
活
し
て
い
く
上
で
の
課
題
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

特
集

更
生
保
護
と
社
会
福
祉
の
連
携

―
累
犯
障
害
者
・
高
齢
者
の
現
状
と
課
題

図　65歳以上の高齢出所受刑者数の推移（平成14年～23年）

（出典：矯正統計）
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が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
障
害
者
手
帳
を
取

得
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
ま
た
手
帳
の
申

請
や
、
要
介
護
認
定
の
手
続
き
は
退
所
後

で
な
い
と
行
え
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、

退
所
後
す
ぐ
に
福
祉
施
設
へ
の
入
所
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
へ
と
つ
な
が
ら
な
い

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
本
人
の
希
望
に
沿
い
な
が
ら
、
多
く
は

生
活
経
験
の
あ
る
地
域
へ
の
調
整
を
行
う

の
で
、
県
内
居
住
場
所
の
調
整
だ
け
で
な

く
、
他
県
へ
の
調
整
や
、
逆
に
他
県
か
ら

神
奈
川
県
へ
の
居
住
希
望
を
受
け
入
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
士
６
名
体
制
で
進
め
る
支
援

セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
の
積
み
重
ね
で
す
。
退
所
後
の
地

域
生
活
に
幸
福
感
を
見
出
せ
る
こ
と
が
結

果
と
し
て
再
犯
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
」

と
中
西
一
郎
セ
ン
タ
ー
長
は
話
し
ま
す
。

地
道
な
活
動
が
支
え
に

　
小
田
原
地
区
保
護
司
会
で
は
、
更
生
保

護
施
設
「
報
徳
更
生
寮
」（
小
田
原
市
）

で
寮
内
外
の
清
掃
活
動
を
20
年
以
上
続
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
田
原
市
更
生
保
護

女
性
会
（
※
３
）
で
も
、
毎
月
、
生
け
花

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
け
ら
れ
た
花

を
見
て
、「
心
が
和
み
ま
す
ね
」
と
寮
生

の
間
で
も
好
評
で
す
。

　
寮
で
は
最
近
、
高
齢
者
や
知
的
障
害
の

あ
る
入
所
者
が
増
え
て
き
て
お
り
、
不
況

の
煽
り
も
受
け
、
仕
事
が
決
ま
ら
な
い
な

ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

中
、
さ
り
気
な
く
、
地
道
に
行
う
保
護
司

会
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
寮
生

の
大
き
な
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
田
上
俊
施
設
長
は
、「
更
生
保
護
と
社

会
福
祉
を
つ
な
ぐ
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い

る
。
福
祉
施
設
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

等
と
の
研
修
を
積
み
、
支
援
体
制
の
強
化

を
図
り
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
３ 

犯
罪
・
非
行
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
な

ど
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

更
生
保
護
と
社
会
福
祉
の

連
携
に
向
け
て

　
「
刑
務
所
出
所
者
等
の
社
会
復
帰
支
援

に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
・
中
間
ま

と
め
」（
平
成
20
年
９
月
）
で
は
、
出
所

者
の
社
会
復
帰
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
住

む
場
所
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
」「
安

定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
る
仕
事
に
就
く
こ

と
」「
更
生
保
護
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に

よ
る
適
切
な
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
」
の

３
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。身
寄
り
の
な
い
、

ま
た
は
家
族
や
親
族
の
理
解
や
支
援
が
得

ら
れ
な
い
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
障
害

者・高
齢
者
の
出
所
者
に
つ
い
て
は
、「
更

生
保
護
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
よ
る
適
切

な
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
」
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
き
ま
す
。

　
出
所
者
が
希
望
す
る
地
域
で
新
た
な
生

活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
は
何
が
必
要
な
の

か
。
山
口
信
郎
さ
ん
（
県
保
護
司
会
連
合

会
会
長
・
本
会
保
護
司
部
会
会
長
）
は
、

「
地
域
に
戻
る
と
い
う
こ
と
は
、
家
族
愛

や
隣
人
愛
を
取
り
戻
す
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
の
基
本
は
『
人
』
と
し
て
お
互
い
を
尊

敬
し
合
い
、
将
来
を
語
り
合
っ
て
い
く
こ

と
で
す
」
と
Ｂ
Ｂ
Ｓ
活
動
か
ら
保
護
司
と

続
く
、40
年
の
経
験
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
。

 

（
生
活
支
援
担
当
）

【
参
考
】

・ 

特
集 

更
生
保
護
と
社
会
福
祉「
月
刊
福
祉
」

（
２
０
１
０
年
３
月
、全
社
協
）

・ 「
罪
を
犯
し
た
障
が
い
者
・高
齢
者
を
は
じ

め
て
受
け
入
れ
る
た
め
に
」（
２
０
１
２
年

３
月
、南
高
愛
隣
会
）

・ 「
平
成
23
年
版
犯
罪
白
書
」（
法
務
省
）

・ 

矯
正
統
計
年
報
（
法
務
省
）

・ 

第
62
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
中
央
行

事
「
更
生
保
護
・
福
祉
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」資
料
（
２
０
１
２
年
９
月
）

　犯罪という言葉と、私が出会った知的障がいのある
彼らとはいつも重なり合いません。こんなにもまわり
に気を遣って自信がない彼らが、どうして犯罪という
大胆な行動をとったのか。知的障がいのある人たちの
地域生活支援の現場でかかわり思うことは、彼らに
とっての犯罪は「生きにくさ」のなかでの「本当の声」
の伝え方だということです。そしてそれは特別な事で
はなく、誰もがその手段を隠しているということです。
　障がいがあることで、家族・対人・社会関係不全、
いじめや差別、虐待、貧困などが重くのしかかってき
ます。それらは犯罪につながる要因の一つひとつでは
ありますが、最も深刻なのは、言葉にできない「本当
の声」を分かち合う「つながり」が失われることです。
　障がいがあることでの「生きにくさ」のなかで、犯
罪を思い留まらせる力になるのは、地域生活における
「つながり」の回復であり、私のような支援者のみな
らず、地域の人たちとの「つながり」が必要なのです。

湘南福祉センター下宿屋
所長　　牧野　賢一

再犯防止の力は
 「つながり」の回復

―「特別調整」の対象 ―
※次の①～⑥のすべてを満たす人
① 高齢（おおむね65歳以上）又は身体障害、知
的障害もしくは精神障害があること
②釈放後の住居がないこと
③ 福祉サービス等を受けることが必要であると
認められること
④ 円滑な社会復帰のために、特別調整の対象と
することが相当と認められること
⑤特別調整を希望していること
⑥個人情報を提供することに同意していること



4
第732号　福祉タイムズ　2012.11.15

　
「
生
活
支
援
戦
略
」
と
は
、
近
年
、

経
済
的
困
窮
や
社
会
的
孤
立
の
状
態
に

あ
る
生
活
困
窮
者
を
め
ぐ
る
問
題
が
深

刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
生
活
困

窮
者
へ
の
支
援
体
制
の
底
上
げ
・
強
化

を
図
る
た
め
の
法
制
度
の
総
合
的
な
見

直
し
を
図
ろ
う
と
、
厚
労
省
が
検
討
を

進
め
て
い
る
も
の
で
す
。
体
制
整
備
を

計
画
的
に
進
め
る
た
め
の
中
期
プ
ラ
ン

（
平
成
25
〜
31
年
の
７
カ
年
）
を
策
定

す
る
こ
と
と
し
、「
社
会
保
障
審
議
会

生
活
困
窮
者
の
生
活
支
援
の
在
り
方
に

関
す
る
特
別
部
会
」（
部
会
長
：
宮
本

太
郎
北
海
道
大
学
大
学
院
教
授
）
で
協

議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
第
８

回
部
会
で
は
「『
生
活
支
援
戦
略
』
に

関
す
る
主
な
論
点
（
案
）」【
下
表
】
が

示
さ
れ
、
制
度
の
谷
間
の
な
い
相
談
支

援
を
実
現
す
る
た
め
の
「
総
合
的
な
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
や
、
直
ち

に
一
般
就
労
を
目
指
す
こ
と
が
困
難
な

方
に
対
す
る
社
会
的
自
立
に
向
け
た
サ

ポ
ー
ト
を
組
み
込
ん
だ「
中
間
的
就
労
」

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
論
点
案
が
整

理
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
17
日
の
第
９
回
部
会
で
は
、
武

居
敏
委
員
（
全
国
社
会
福
祉
施
設
経
営

者
協
議
会
副
会
長
）
よ
り
、「
全
国
社

会
福
祉
施
設
経
営
者
協
議
会
は
、
そ
の

会
員
法
人
に
お
い
て
社
会
福
祉
事
業
の

実
施
の
み
な
ら
ず
、
生
活
困
窮
者
を
は

じ
め
地
域
の
中
で
福
祉
的
支
援
を
必
要

と
す
る
方
々
へ
の
支
援
を
も
社
会
福
祉

法
人
が
担
う
べ
き
事
業
と
し
て
位
置
付

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
の
姿
勢
が

示
さ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
を
は
じ
め
と

す
る
既
存
の
組
織
・
団
体
が
主
体
的
に

役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
整

備
等
に
つ
い
て
意
見
し
て
い
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

　
全
社
協
は
、平
成
24
年
度
第
１
回
社

協
活
動
実
態
調
査
と
し
て
、全
国
の
市

区
町
村
社
協
を
対
象
に
「
地
域
密
着
の

見
守
り
・支
援
活
動
に
よ
る
孤
立
と
生

活
困
窮
へ
の
対
応
に
関
す
る
緊
急
調

査
」（
回
収
率
65
・
６
％
）を
行
い
ま
し

た
。こ
の
結
果
、見
守
り・支
援
活
動（
小

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
）を
行
っ
て

い
る
社
協
は
66
・７
％
。実
施
内
容
で

は
「
安
否
確
認
」「
声
掛
け・話
し
相
手
」

が
９
割
を
占
め
、ゴ
ミ
出
し
や
電
球
交

換
、買
い
物
や
病
院
へ
の
付
き
添
い
な

ど
、日
常
的
な
手
伝
い
に
も
対
応
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
一
方
、現
在
実
施
し
て
い
な
い
社
協

か
ら
は
「
社
協
内
の
体
制
不
足
」（
49
・

６
％
）を
理
由
に
挙
げ
る
声
が
最
も
多

く
、今
後
必
要
な
基
盤
整
備
の
課
題
で

は
「
担
い
手
の
発
掘
・
養
成
」が
８
割

を
占
め
ま
し
た
。

　
本
調
査
に
協
力
し
た
逗
子
市
社
協
で

は
「
地
域
安
心
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

（
市
委
託
）と
し
て
、５
つ
の
小
学
校
区

に
担
当
職
員
を
置
き
、28
の
小
地
域
圏

域
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
合
っ

た
「
現
代
版
の
向
こ
う
三
軒
両
隣
」の

関
係
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
住
民
目
線
の
見
守
り
に
よ
り
、生
活

に
密
着
し
た
ニ
ー
ズ
に
気
づ
く
こ
と
が

で
き
る
。市
と
の
協
働
事
業
で
あ
る
た

め
、安
心
感
・信
頼
感
も
得
や
す
い
。今

後
は
若
い
世
代
も
参
加
し
や
す
い
活
動

づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
」と
同
市

社
協
の
服
部
誠
さ
ん
。「
見
守
り
サ
ポ
ー

タ
ー
」と
し
て
、見
守
り
や
日
常
的
な
手

伝
い
、防
犯
・防
災
・福
祉
の
情
報
提
供

等
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
は

３
０
０
人
強
。市
社
協
で
は
市
人
口
の

１
％
（
約
６
０
０
人
）を
目
標
に
、住
民

主
体
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
を

進
め
て
い
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・情
報
提
供
担
当
）

「
生
活
支
援
戦
略
」
に
関
す
る

主
な
論
点
案
ま
と
ま
る

（厚労省「社会保障審議会生活困窮者の生活支援の在り方に関する特別部会」
（H24.９.28）資料より本会作成）

（全社協「地域密着の見守り・支援活動による孤立と生活困窮への対応
に関する緊急調査」報告資料より本会作成）

社
協
の
見
守
り
・
支
援
活
動
の
課
題

「
担
い
手
の
発
掘
・
養
成
」80
％

「生活支援戦略」に関する主な論点（案）

見守り・支援活動(小地域ネットワーク活動)に
今後、必要な取り組み・基盤整備の課題

１.総合的な相談と「包括的」かつ「伴走型」の支援
２.就労支援の強化
３.家計再建に向けた支援の強化
４.居住の確保
５.「貧困の連鎖」防止のための取り組み
６.地域における計画的な基盤の整備

１.切れ目のない就労・自立支援とインセンティブの強化
２.健康・生活面等ライフスタイルの改善支援
３.医療扶助の適正化
４.不正・不適正受給対策の強化等
５.地方自治体の負担軽減

Ⅰ
新たな生活困
窮者支援体系
に関する論点

Ⅱ
生活保護制度
の見直しに関
する論点

0 20 40 60 80 100

80.7担い手の発掘・養成

活動者に対する研修・情報提供

活動を支援・調整するコーディネーターの配置

個人情報保護に関する取り扱いの整理

専門機関・専門職との連携の強化

活動拠点の整備

その他

65.6
62.1
61.6

58.9

34.8
6.0

（％）N=1.217社協 複数回答
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●一日の大半を一人で過ごす単身高齢者
　総務省が９月26日、平成23年社会生活基本調
査の「生活時間」に関する結果概要を公表した。
65歳以上の高齢者が一人でいた時間は６時間38
分（睡眠時間を除く生活時間の42.3％）だった
のに対し、単身高齢者は12時間（同76.5％）を
占め、子の有無・居住地別にみると、子どもが
近くに住んでいるほど一人時間が短く、家族と
一緒にいた時間が長くなっていることが分かっ
た。

●社会的排除の潜在リスクを検討
　９月28日に行われた厚労省の生活支援戦略に
関する専門部会に、内閣府が行った調査報告書
『社会的排除にいたるプロセス』が提出された。
報告書では、高校中退、ホームレス、非正規就
労、生活保護受給、シングルマザー、自殺、薬
物・アルコール依存症の若年（18～39歳）の人
のライフコースを調査し、幼少期からの社会的
排除の潜在リスクをまとめている。
※報告書全文は厚労省ホームページに掲載中

●運転免許をめぐる警察庁提言「罰則必要」
　10月25日、警察庁の有識者検討会は国家公安
委員会に『一定の病状を呈する病気等に係る運
転免許制度の在り方に関する提言』を提出した。
意識喪失、発作的なけいれん・まひなど、運転
に支障を及ぼす恐れのある症状について、故意
に虚偽の申告をした人への罰則整備が必要であ
るなど、制度改正の方向性を打ち出している。
　この提言に対し、㈳日本てんかん協会は同日、
てんかんのある人とその関係者に対し、改めて
法令順守を強く訴えるとともに、「病識のある
者だけを対象としたスクリーニング（病状等申
告欄）に対して罰則適用するのは公平性を欠く」
「むしろ病状を隠す結果になることが懸念され
る」等の見解をまとめた声明文を発表した。

　
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
横
須
賀
市
で

は
、
海
と
丘
陵
を
見
渡
す
こ
と
の
で
き

る
自
然
豊
か
な
街
並
み
を
生
か
し
た
都

市
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
た
ん
地

が
少
な
く
急
坂
が
多
い
特
徴
か
ら
、
公

共
交
通
機
関
に
至
る
ま
で
に
階
段
を
通

ら
な
い
と
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
建
物

や
、
車
を
横
付
け
で
き
な
い
建
物
が
多

い
な
ど
、
住
民
へ
の
生
活
支
援
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
同
市
は
、
そ
う
し
た
地
理

的
特
徴
の
あ
る
谷
戸
地
域
の
う
ち
、
特

に
高
齢
者
が
多
く
生
活
す
る
地
区
を
モ

デ
ル
に
設
定
し
、
空
き
家
を
活
用
し
た

県
立
保
健
福
祉
大
学
と
の
協
働
事
業
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
空
き
家
の
持
ち
主
に
リ

フ
ォ
ー
ム
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、
さ

ら
に
居
住
す
る
学
生
に
対
し
て
は
家
賃

補
助
を
行
う
も
の
で
、こ
の
10
月
か
ら
、

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
か
た
ち
で
２
名
の
学

生
が
入
居
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
自
治
会
や
大
学
、
市
等
と
の

協
議
会
を
設
け
、
高
齢
者
等
の
買
い
物

や
ゴ
ミ
出
し
等
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ

い
て
検
討
す
る
予
定
で
す
。

◆ 

横
須
賀
市
都
市
部
都
市
計
画
課

　

 

☎ 

046
―
822
―
８
１
３
３

　
℻ 

046
―
826
―
０
４
２
０

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

2012年9月26日～10月29日

空
き
家
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に

若
者
の
力
を
地
域
活
性
に
生
か
す

―
横
須
賀
市「
県
立
保
健
福
祉
大
学
学

生
居
住
支
援
事
業
」

谷戸地域（市内49地区）のうち、空き家率が
高い地域は特に少子高齢化が進み、住民の生
活支援が大きな課題です



❖ 障害児の虐待…
　10月に障害者虐待防止法が施行されましたが、『ト
ガニ 幼き瞳の告発』は、韓国の聴覚障害児の学校と
その寮で起こった虐待を描いた映画です。赴任したば
かりの教師が虐待を発見しますが、加害者の権力にね
じ伏せられていき…。非常に残忍で衝撃的な内容から、
モデルとなった学校は廃校になり、韓国では法改正も
行われたそうです。日本でも多くの虐待事件が報道さ
れていますが、氷山の一角と考えなければいけないで
しょう。まず知ることが大事だと思います。

❖ 記憶が失われていったら…
　『私の頭の中の消しゴム』は日本のテレビドラマを
原作にした韓国映画です。幸せな結婚生活を送る女性
に襲いかかった若年性アルツハイマー病。徐々に失わ
れていく記憶と、妻を支える夫の姿を描きます。日本
映画では『明日の記憶』もおすすめ。働き盛りの主人
公が、妻と共に少しずつ病に向き合っていきます。

　『博士の愛した数式』は、交通事故の後遺症で80分
しか記憶が持たなくなった数学の天才博士と、彼の家
で働く家政婦の親子の心の交流が描かれています。

❖ 身体の自由が失われたら…
　海で事故に遭い、寝たきりの生活を送る主人公の生
涯を描いた『海を飛ぶ夢』。尊厳死を望む本人と、家族・
友人らが葛藤する姿に「生きる」とは何かを考えさせ
られます。『潜水服は蝶の夢を見る』は脳梗塞に倒れ
た男性のお話。相手の言っていることは分かるのに答
えられない苦しさ、「ロックトイン・シンドローム（閉
じ込め症候群：眼球運動によってのみ意思を伝えるこ
とのできる状態）」の問題に一石を投じています。や
がて彼は、「唯一動く左眼だけでなく、想像力と記憶
も自由に使える」と考えられるようになっていきます。
　この２作品は、どちらも本人の自伝が原作になって
いますが、主人公の一見正反対とも思える考え方の根
底には、同じ「生きる」ことへの深い思いを感じます。
見比べてみるのもおすすめです。

◆ 『トガニ 幼き
瞳の告発』

全国順次公開中【R-18】
配給:CJ Entertainment 
Japan

!"#$$%&'%()*%&+,-+,./0+12%.33%
,045/6%,(6(,7(8

◆ 『博士の愛した
数式』

DVD発売中4,935円（税
込）／発売:アスミック
／販売:角川書店

◆ 『私の頭の中の
消しゴム』

DVD発売中1,800円（税込）
／発売:ジェネオン・ユニバー
サル・エンターテイメント

!"##9&'%(:;<=;>?:@<:;% 0:AB)6?CDE%-?A;D=<E%
&F=GF=>;?F:B.HH% =?IJ;E% =<E<=K<CBL>E<C%F:% ;J<%
;<H<K?E?F:%G=FI=>@%M-D=<%6FDHM%&=<>;<C%>:C%
G=FCDA<C%NOPF@?D=?%/<H<K?E?F:2'>G>:%"##$

◆『海を飛ぶ夢』

DVD発売中3,990円（税込）
／発売:ポニーキャニオン
／販売:ポニーキャニオン

!"##9%6FI<A?:<26B.B2%5?@<:FG;<=F2%
6B3B2%Q4&%0@>I<E2%(O<EA=<<:%6B,B3B%
.HH%,?IJ;E%,<E<=K<CB

◆『明日の記憶』

DVD発売中3,990円（税
込）／発売:東映ビデオ
／販売:東映

◆ 『潜水服は蝶の
夢を見る』

DVD発売中1,890円（税
込）／発売:アスミック
／販売:角川書店

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰 〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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「障害や病気と生きる」映画特集！
　今回は、「障害や病気と生きる」というテーマで
おすすめの映画をご紹介します。
　重い内容かもしれませんが、自分自身や家族、身
近にいる人にいつ起こるかわからないことだと思
います。もちろん皆さんの周りにも多くの障害の
ある方々や重い病気を抱えている人たちがいるこ
とにも気づいていただきたいと思います。
※ ご紹介する映画の中で『トガニ 幼き瞳の告発』を除く
５本はすでにDVD化されています

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

今月は ⇨ （N）神奈川県障害者
自立生活支援センター　がお伝えします!

　通称KILC（キルク）。1997年4月設立。障害者の自立生活
を目指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）や
各種情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当事者の
目線で共生社会の実現を目指した活動を展開。現在、厚木・
平塚２カ所を拠点に活動中。
＜連絡先＞〔法人本部〕厚木市愛甲953-２
　　　　  ☎046-247-7503　 FAX046-247-7508
　　　　　URL　http://www.ki lc.org
　　　　　E-mail　info@kilc.org　
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　福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当事者・職能団体
等の方々から日ごろの取り組みをご寄稿いただきます。

　このたび、神奈川県児童福祉施設職員研究会（通称：
神児研）では神奈川県内の児童養護施設を対象に施設退
所児の追跡調査を行いました。
　施設で生活をする児童は中学卒業後や高校を中退して
就職を選ぶと、基本的には施設を退所となり社会に巣
立っていかねばなりません。施設を退所した児童がその
後どのような生活をし、どのような困難を抱えながら生
きているか。その実態を探ることが児童養護施設には求
められてきます。近年、他県では「施設退所者で連絡の
取れる児童」に対しての実態調査を行いましたが、神児
研での調査では「施設職員」を対象に調査をしました。
これにより連絡が取れる児童のみならず、何らかの事情
で所在不明になった児童の状況も探ることができます。
連絡が取れなくなった児童こそ困難を抱え、支援を必要
としているかもしれません。
　今回の調査は、神児研に加入している児童養護施設等
で、家庭に戻れず就労自立をした15歳以上の児童が対象
です。対象期間は５年です（平成18～22年度の退所）。

　調査で分かったことは、施設退所直後の居住先がア
パートや住み込み就職が60％と多かったのが、年月が経
つと居所不明が増加し、友人・知人や家族・親族などイ
ンフォーマルなつながりで暮らしている児童が増えま
す。職業で見てみると施設退所直後に勤めた職種は、多
い順から飲食業・工場関係・販売・建築ですが、これも
年月が経つと職業不明・無職・生活保護・水商売・結婚な
どの増加が目立ちます。さらに18歳未満で施設を退所す
ると職業不明や無職の割合が上がることも分かりました。
　総じて実態調査からいえることは、18歳未満で施設を
退所すると、その後の生活は困難を抱えてしまう傾向が
分かりました。今後施設が取り組む課題は、退所した児
童といかにしてつながりを継続していくかです。それは、
家庭に頼ることのできない児童にとって、施設が心のよ
り所として変わらぬ存在であり続けることが必要だから
です。失敗しながらも社会に立ち向かっていく彼らの育
ちを見守り、応援していくことが施設の役割なのです。
（文：自立援助ホーム「湘南つばさの家」ホーム長　前川礼彦）

児童養護施設を巣立った子どもたちのその後

　本会児童福祉施設協議会の下部組織。
運営委員会・研修会を開催し、入所児童
の健全育成と職員の資質向上を図るほ
か、各種文化・体育行事に協力。
〈連絡先〉☎046-251-0128　FAX046-251-5130
　　　　 (児童養護施設「成光学園」内)

　会長　　草場　作
神奈川県児童福祉施設職員研究会



 【
事
例
】

絡
み
合
う
母
子
の
生
活
課
題

　
夫
か
ら
Ｄ
Ｖ
（
家
庭
内
暴
力
）を
受
け
、

幼
児
２
人（
姉
弟
）を
連
れ
て
シ
ェ
ル
タ
ー

に
一
時
避
難
し
た
Ａ
さ
ん
。
パ
ー
ト
就
労

が
決
ま
り
、
新
た
な
土
地
で
ア
パ
ー
ト
生

活
を
始
め
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、
役
所
に
「
乱
暴
で
困
っ
た
子

ど
も
が
い
る
。
母
親
が
そ
の
場
に
い
て
も

子
ど
も
に
注
意
も
し
な
い
」
と
通
報
が
あ

り
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
の
長
女
が
長
男
を
執

拗
に
叩
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
何
度
も
見
か

け
た
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　
翌
日
、
役
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
Ａ

さ
ん
宅
を
訪
問
す
る
と
、
家
の
中
は
散
ら

か
り
、
何
日
も
掃
除
し
て
い
な
い
様
子
が

伺
え
ま
し
た
。
眠
た
そ
う
に
目
を
こ
す
る

Ａ
さ
ん
に
子
ど
も
た
ち
は
し
が
み
つ
き
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
顔
色
を
じ
っ
と
う
か

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

主
任
児
童
委
員
と
協
力
し
、
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
が
訪
問
を
続
け
て
数
カ
月
。
Ａ

さ
ん
が
う
つ
病
で
受
診
し
て
い
る
こ
と
、

夜
眠
れ
な
く
な
り
昼
夜
逆
転
し
て
子
ど
も

の
面
倒
を
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
体
調

不
良
が
原
因
で
退
職
し
た
こ
と
な
ど
、
少

し
ず
つ
、
Ａ
さ
ん
た
ち
の
生
活
の
様
子
が

み
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
最
初
は
必
死
だ
っ
た
け
れ
ど
、
私
の

中
の
何
か
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
以

来
、
何
も
す
る
気
が
起
き
な
い
ん
で
す
。

私
も
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
弟
妹
の
面
倒
を

見
て
き
ま
し
た
。（
長
女
に
）
こ
れ
く
ら

い
さ
せ
て
当
然
で
し
ょ
う
」
と
Ａ
さ
ん
。

　
一
方
、
長
女
は
「
マ
マ
は
頑
張
っ
て
い

る
ん
だ
か
ら
悪
く
言
わ
な
い
で
」「
弟
は

か
わ
い
い
け
ど
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い

と
き
は
ぶ
つ
し
か
な
い
で
し
ょ
う
」
と
主

任
児
童
委
員
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
一
度
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
、
子
ど
も
た

ち
と
の
生
活
を
立
て
直
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
今
後
の
就
職
先
や
離
婚
の
こ
と

も
相
談
で
き
る
し
、
子
ど
も
の
様
子
も
一

緒
に
み
て
く
れ
ま
す
よ
」

　
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
か
ら
母
子
生
活
支
援

施
設（
※
）の
紹
介
を
受
け
た
Ａ
さ
ん
は
、

主
任
児
童
委
員
か
ら
の
勧
め
も
あ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
施
設
に
転
居
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

※ 

「
配
偶
者
の
な
い
女
子
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
事
情

に
あ
る
女
子
及
び
そ
の
者
の
監
護
す
べ
き
児
童

を
入
所
さ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
者
を
保
護
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
の
者
の
自
立
の
促
進
の
た
め

に
そ
の
生
活
を
支
援
し
、
あ
わ
せ
て
退
所
し
た

者
に
つ
い
て
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
」
を

目
的
と
す
る
、児
童
福
祉
法
上
の
社
会
福
祉
施
設
。

多
様
化
・
複
合
化
す
る
課
題
へ
の

支
援
体
制
の
充
実
を

　
昨
年
度
、
本
会
が
政
策
提
言
の
た
め
に

行
っ
た
課
題
把
握
調
査
で
は
、
多
様
化
・

複
合
化
し
た
課
題
を
抱
え
る
人
た
ち
が
、

母
子
生
活
支
援
施
設
や
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援

施
設
、
刑
務
所
出
所
者
を
支
援
す
る
更
生

保
護
施
設
に
つ
な
が
っ
て
い
る
現
状
が
あ

り
、
支
援
体
制
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
と

提
言
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　
本
会
母
子
生
活
支
援
施
設
協
議
会
（
県

内
13
施
設
で
構
成
）
か
ら
は
「
Ｄ
Ｖ
を
受

け
た
人
、
精
神
障
が
い
や
知
的
障
が
い
の

あ
る
人
、
外
国
に
つ
な
が
る
母
子
、
ひ
き

こ
も
り
児
童
な
ど
、
複
合
的
な
福
祉
課
題

の
あ
る
利
用
世
帯
が
多
く
、
そ
う
し
た

方
々
へ
の
対
応
に
難
し
さ
を
抱
え
て
い

る
」
と
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

親
子
を
地
域
に
送
り
出
す
た
め
の

継
続
し
た
支
援
体
制
づ
く
り

　
そ
こ
で
、
母
子
生
活
支
援
施
設
の
取
り

組
み
と
課
題
に
つ
い
て
、
本
会
同
施
設
協

議
会
会
長
の
宮
下
慧
子
さ
ん
（
カ
サ・デ・

サ
ン
タ
マ
リ
ア
施
設
長
）
に
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。

〝
施
設
退
所
後
の
生
活
を
見
据
え
て
〞

　
支
援
の
流
れ
と
し
て
、
ま
ず
役
所
を
通

じ
て
、
母
親
か
ら
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。
母
子
と
面
談
を
行
い
、
児
童
相

談
所
・
行
政
関
係
課
・
保
育
園
・
学
校
・

病
院
等
の
関
係
機
関
と
も
話
し
合
い
な
が

ら
、
現
在
の
生
活
課
題
を
整
理
し
、
退
所

ま
で
の
目
標
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

　
入
所
が
決
ま
る
と
、
母
親
と
一
緒
に
、

２
年
後
の
退
所
を
目
安
と
し
た
「
自
立
支

援
計
画
」
を
作
成
し
ま
す
。
入
所
中
は
、

連 載

　社会的孤立や生活困窮にある方の生活支援について議論されるなど【関連記事４面】、地域
の中で顕在化しづらい、支援につながりづらい方への支援体制が見直されようとしています。
そこで今月からの連載は「複合的な課題を抱える親子」に注目し、地域の見守り・支援の課題
を探っていきます（全２回）。今回は、本県の母子生活支援施設の取り組みを出発点に考えます。

かながわの福祉課題を追う！

多様化・複合化する福祉課題への対応の促進①
～「複合的な課題を抱える親子」を支える母子生活支援施設の視点～

8!"#
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こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
離
婚
手
続
き
等

の
調
整
・
就
労
や
就
学
の
支
援
・
公
営
住

宅
の
申
し
込
み
の
情
報
提
供
な
ど
を
行
い

な
が
ら
、
退
所
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も
並

行
し
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
を
き
っ
か
け
に
施
設
利
用
に
つ
な

が
る
世
帯
は
多
い
で
す
が
、
こ
こ
に
至
る

ま
で
の
経
過
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
母

親
が
育
っ
た
環
境
か
ら
引
き
継
が
れ
た
課

題
、
病
気
や
障
が
い
な
ど
母
子
が
個
別
に

抱
え
る
課
題
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
要
素
が

複
雑
に
絡
み
合
い
、
世
帯
の
生
活
課
題
と

な
っ
て
現
わ
れ
ま
す
。

　
何
よ
り
も
ま
ず
、
親
の
心
の
状
態
が
安

定
し
な
い
と
、
子
ど
も
の
生
活
も
落
ち
着

き
ま
せ
ん
。
親
子
の
力
で
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
進
む
た
め
に
は
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
を
施
設
の
中
に
整
え
る
こ
と
、
土

台
と
な
る
人
間
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

〝
親
子
の
暮
ら
し
を
守
り
支
え
る
〞

　
入
所
後
の
生
活
が
安
定
し
て
く
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
み

え
て
き
ま
す
。
母
親
が
安
定
し
た
収
入
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
家
計
管
理

が
上
手
く
で
き
ず
、
子
ど
も
が
食
べ
る
物

に
も
困
っ
て
し
ま
う
世
帯
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
に
と
っ
て
の
自
立

と
は
何
か
、
親
子
の
主
体
性
と
能
力
を
見

極
め
な
が
ら
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
職
員

に
と
っ
て
も
試
行
錯
誤
の
毎
日
で
す
。

　
以
前
、
施
設
に
入
所
し
て
い
た
子
ど
も

が「
施
設
の
行
事
に
参
加
し
て
い
た
か
ら
、

友
だ
ち
と
夏
休
み
の
思
い
出
を
対
等
に
話

す
こ
と
が
で
き
た
。
母
親
と
二
人
き
り
の

生
活
で
は
、
き
っ
と
で
き
な
か
っ
た
こ
と

だ
と
思
う
」
と
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
母
親
と
施
設
で
過
ご
し
た

日
々
が
、
懐
か
し
く
嬉
し
い
記
憶
と
し
て

子
ど
も
の
心
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
、
改
め
て
気

づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
親
子
で
過
ご
し

た
時
間
と
経
験
が
、
や
が
て
大
人
に
な
っ

て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
結
果
と
し
て
親
子
分
離
に
つ

な
が
っ
た
世
帯
も
あ
り
ま
す
。
親
子
の
安

全
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
関
係
者
が
積
極

的
に
介
入
し
、
親
子
に
個
別
の
関
わ
り
を

持
つ
こ
と
も
必
要
で
す
。

〝
継
続
性
の
あ
る
自
立
支
援
を
〞

　
厚
労
省
は
『
社
会
的
養
護
の
課
題
と
将

来
像
』
の
中
で
、「
施
設
に
よ
る
親
子
関

係
の
再
構
築
支
援
の
充
実
」
を
挙
げ
て
い

ま
す
。
分
離
後
の
親
子
関
係
の
再
構
築
は

も
ち
ろ
ん
、
分
離
に
至
ら
な
い
段
階
で
の

親
へ
の
支
援
、
生
い
立
ち
や
親
と
の
関
係

に
つ
い
て
心
の
整
理
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う

な
子
ど
も
へ
の
支
援
が
重
要
で
あ
り
、
世

帯
を
丸
ご
と
支
援
す
る
母
子
生
活
支
援
施

設
の
活
用
に
つ
い
て
も
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
現
実
に
は
、
裁
判
所
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
手
続
き
や
、
母
親
の
受
診
に
付

き
添
い
が
必
要
だ
っ
た
り
、
虐
待
を
受
け

た
子
ど
も
や
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ
の

時
間
を
か
け
た
関
わ
り
が
必
要
だ
っ
た

り
、
現
場
の
職
員
体
制
に
は
と
て
も
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
申
請
に
基
づ
く
利
用
制
度
の
た

め
、
入
所
・
退
所
は
母
親
が
判
断
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。施
設
職
員
か
ら
み
る
と
、

地
域
生
活
を
営
む
上
で
の
生
活
課
題
が
解

決
し
な
い
ま
ま
退
所
す
る
世
帯
も
あ
り
、

不
安
が
残
る
ま
ま
送
り
出
し
て
い
る
現
状

も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
施
設
の
役
割

上
、
親
子
は
必
ず
退
所
し
て
い
き
ま
す
。

入
所
時
か
ら
そ
れ
を
念
頭
に
置
い
て
母
子

に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
う
し
た
世
帯

の
地
域
生
活
を
継
続
的
に
見
守
り
・
支
援

し
て
い
く
た
め
に
も
、
地
域
の
関
係
機
関

と
の
連
携
は
大
き
な
課
題
で
す
。

（
話
・
宮
下
会
長
）

そ
の
人
ら
し
さ
、
生
き
づ
ら
さ
を

あ
り
の
ま
ま
受
け
と
め
る

　
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
生
活
課
題
を
整
理

し
、
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
は
福
祉
関
係
者
に
期
待
さ
れ
る
役
割

で
は
あ
り
ま
す
が
、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
た
め
の
課
題
整
理
」は
、

法
制
度
の
は
ざ
ま
に
あ
る
生
活
課
題
を
見

落
と
し
た
り
、
親
族
と
の
関
わ
り
を
弱
め

て
し
ま
っ
た
り
、
そ
の
人
ら
し
い
生
き
方

を
結
果
と
し
て
阻
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
も

つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
「
社
会
と
の
関
わ
り
に
不
器
用
な
人
や

人
間
関
係
を
築
く
こ
と
に
時
間
が
か
か
る

人
が
増
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
人
た
ち
が

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

土
台
と
な
る
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
福

祉
施
設
の
役
割
で
は
な
い
か
」

　
ま
ず
は
困
り
ご
と
の
あ
る
人
の
思
い
を

受
け
と
め
る
こ
と
、
複
合
的
な
課
題
を
抱

え
る
世
帯
を
あ
り
の
ま
ま
受
け
と
め
る
こ

と
、そ
の
生
き
づ
ら
さ
に
向
き
合
う
こ
と
。

宮
下
さ
ん
の
言
葉
に
は
、
私
た
ち
福
祉
関

係
者
が
省
み
る
べ
き
、
原
点
の
姿
勢
が
み

え
ま
し
た
。

（
次
回
は
「
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
親

子
」
の
在
宅
生
活
を
見
守
り
・
支
え
る
関

係
者
の
取
り
組
み
課
題
を
探
り
ま
す
）

（
企
画
調
整
・情
報
提
供
担
当
）

母子生活支援施設では、七五三やひな
祭り、餅つきなどの伝統行事も行われ
ています
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去
る
10
月
18
日
、永
年

に
わ
た
り
本
県
の
福
祉
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

の
功
績
を
た
た
え
る
、第
61

回
県
社
会
福
祉
大
会
を
県

立
音
楽
堂（
横
浜
市
西
区
）

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
の
記
念
講
演
で
は
落
語
家
の
林

家
源
平
さ
ん
を
招
き
、「
落
語
家
の
ヘ
ル

パ
ー
修
行
日
記
介
護
は
十
人
十
色
」
と

題
し
、
自
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
資
格

を
取
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
働
か

れ
た
経
験
か
ら
感
じ
た
こ
と
を
、
笑
い
を

交
え
な
が
ら
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
式
典
で
は
、
県
知
事
表
彰
、

県
社
協
会
長
表
彰
及
び
感
謝
、
県
共
同
募

金
会
会
長
感
謝
の
授
与
、
そ
し
て
第
20
回

介
護
賞
と
、
未
来
の
福
祉
の
担
い
手
と
な

る
若
い
社
会
福
祉
施
設
従
事
者
を
表
彰
す

る
た
め
本
年
度
か
ら
設
け
ら
れ
た
、
か
な

が
わ
福
祉
み
ら
い
賞
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
本
年
度
の
内
訳
は
、県
介
護
賞（
６
人
）、

か
な
が
わ
福
祉
み
ら
い
賞（
１
人
）、
社
会

福
祉
関
係
者
表
彰（
67
人
、
５
団
体
）、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
永
年
勤
続
表
彰
（
31

人
）、共
同
募
金
運
動
功
労
者
表
彰（
28
人
、

14
団
体
）、
県
社
協
会
長
表
彰（
１
３
８
５

人
、
92
団
体
）、
県
社
協
会
長
感
謝（
１
５

３
人
、
12
団
体
）、
県
共
同
募
金
会
会
長

感
謝（
１
４
４
人
、
44
団
体
）で
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
保
護
司
の
河
西

英
彦
さ
ん（
横
浜
市
鶴
見
区
）か
ら「
支
え

合
い
と
助
け
合
い
の
、
安
全
で
安
心
の
街

づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
大
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

　
今
回
受
賞
さ
れ
ま
し
た
１
８
１
５
人
、

１
６
７
団
体
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
総
務
担
当
）

　
10
月
23
日
か
ら
の
２
日
間
、
本
県
に
お

い
て
、
第
27
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
児
童
養
護

施
設
職
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
児
童
福
祉
法
施
行
以
来
、
初
め
て
と
な

る
職
員
配
置
等
の
最
低
基
準
の
引
き
上
げ

や
、
厚
労
省
の
「
社
会
的
養
護
の
課
題
と

将
来
像
」
に
お
い
て
施
設
の
小
規
模
化
・

里
親
推
進
の
方
針
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
児

童
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
体
験
の
あ
る

児
童
や
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
の
増
加
な

ど
、
入
所
児
童
や
そ
の
家
族
に
必
要
な
関

わ
り
方
も
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
田
崎
吾
郎
さ
ん
（
箱
根

恵
明
学
園
施
設
長
）
を
長
と
す
る
実
行
委

員
会
を
児
童
福
祉
施
設
協
議
会
内
に
立
ち

上
げ
、「
社
会
的
養
護
の
理
念
と
現
場
の

ギ
ャ
ッ
プ
」
に
着
目
し
、
崇
高
な
理
念
だ

け
で
は
解
決
で
き
な
い
、
日
々
子
ど
も
た

ち
と
向
き
合
う
職
員
だ
か
ら
こ
そ
抱
え
る

悩
み
を
共
有
し
、「
社
会
的
養
護
の
理
念
と

現
場
の
課
題
を
ど
う
つ
な
げ
る
か
」
を
考

え
る
機
会
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
全
国
児
童
養
護
施
設
協
議

会
会
長
の
加
賀
美
尤
祥
さ
ん
の
基
調
講
演

「
児
童
福
祉
施
設
の
現
状
と
課
題
」
に
始

ま
り
、
そ
の
後
、
５
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
て
活
発
な
討
議

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
に
は「
子

ど
も
の
権
利
擁
護

と
養
育
の
い
と
な

み
」
を
テ
ー
マ
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
。
栃
木
県
に

あ
る
養
徳
園
園
長

補
佐
の
加
藤
準
一
さ
ん
、
県
県
央
里
親
会
の

大
貫
明
子
さ
ん
、
N
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
て
ん

ぽ
副
理
事
長
で
弁
護
士
の
小
圷
淳
子
さ
ん
、

県
立
総
合
療
育
相
談
セ
ン
タ
ー
精
神
科
医

の
清
家
洋
二
さ
ん
が
登
壇
し
、
旭
児
童
ホ
ー

ム
施
設
長
の
伊
達
直
利
さ
ん
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
の
も
と
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
発
表
を
踏
ま
え
て
、

権
利
擁
護
は
単
に
権
利
を
侵
害
し
な
い
と

い
う
意
味
で
は
な
い
こ
と
。
養
育
と
い
う

観
点
か
ら
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
と
い

う
目
標
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機

関
が
横
の
連
携
を
、
時
間
軸
に
よ
っ
て
関

わ
る
支
援
者
同
士
が
縦
の
連
携
を
広
げ
る

こ
と
で
つ
く
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て

保
障
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

 

（
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当
）

落語家の
林家源平さん

受賞者代表の
河西英彦さん

社
会
的
養
護
の
理
念
と
現
場
の
架
け
橋
を
探
る

　
〜
第
27
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
児
童
養
護
施
設
職
員
研
修
会
開
催
報
告

共
に
生
き
、支
え
合
う
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
〜
第
61
回
県
社
会
福
祉
大
会
開
催
報
告

県社協の
ひ ろ ばひ ろ ばひ ろ ばひ ろ ばひ ろ ばひ ろ ばひ ろ ばひ ろ ばひ ろ ばひ ろ ば

県社協の

開会宣言をする田崎実行委員長
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei .co.jp
URL http://www.yasue-sekk ei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

福祉のしごとフェア2012冬！
のご案内
◇ 日時＝12月12日（水）午前９時30分
～11時30分（福祉の職場就職支援ガ
イダンス：先着80名）、午後０時30
分～４時（就職相談会：入退場自由）
◇会場＝日石横浜ビル
◇ 対象＝福祉の仕事に関心のある方、
福祉分野に就労を希望される方
◇ 問合先＝本会かながわ福祉人材セ
ンター
　☎045-312-4816  FAX 045-313-4590
　URL http://www.knsyk.jp/jinzai/

県立保健福祉大学実践教育センター
平成25年度学生募集のご案内
◇ 募集課程＝①多職種連携推進課程
（仮称・平成25年度新規開講予定）
②栄養ケア・マネジメント課程
◇ 出願資格＝①保健・医療・福祉業
務の実務経験３年以上の有資格者
②現在、保健・医療・福祉施設等
の実務に携わっている管理栄養士
◇募集定員＝各課程40名
◇ 開講期間＝平成25年４月～12月
（原則土曜日、一部平日あり）
◇出願期間＝11月26日～12月７日
◇入学検定料＝8,400円
◇ 選考方法＝出願時提出の小論文、
入学願書により選考
◇ 問合先＝県立保健福祉大学実践教
育センター（横浜市旭区）
　☎045-366-5800  FAX 045-366-5803
　URL http://jissen.kuhs.ac.jp/

社会福祉施設における危険予
知活動実践セミナーのご案内
　安全で事故のない日常業務を進め
るための危険予知活動を体験する実

践セミナーを開催します。
◇ 日時＝12月11日（火）午後１時～５時
◇会場＝産業安全会館（東京都港区）
◇ 対象＝社会福祉施設の管理監督者等
◇定員＝60名
◇参加費＝5,000～9,000円
◇ 問合先＝中央労働災害防止協会教
育推進部

　☎03-3452-6257  FAX 03-3453-3449

子どもの心の診療ネットワーク
事業公開講座のご案内
◇ テーマ＝子どものウソは「嘘」か？
～子どもの創造的想像力を育む大
人の役割
◇ 日時＝12月15日（土）午後２時～４
時30分
◇会場＝かながわ県民センター２階
◇対象＝県内在住・在勤の方
◇定員＝250名（先着順）
◇申込締切＝12月15日（土）
◇ 問合先＝県立こども医療センター
臨床心理室 子どもの心の診療
ネットワーク事業事務局
　☎045-711-2351（内2740）　
　E-mail kodomonokokoro@kcmc.jp

平成24年度交通遺児大学等
入学支度金のご案内
　神奈川新聞厚生文化事業団から、大
学等に進学を希望する交通遺児の高
校生に対し、入学支度金を支給します。
◇ 支給額＝１人40万円（返済の必要
はありません）
◇ 対象＝平成25年４月に大学・短大・
専門学校に進学する５人を予定
◇ 提出書類＝所定の申請書、成績証
明書、課題作文（テーマ「10年後の
私」、800字以内）、交通遺児であ
ることを証明する公的な書類、主

たる家計支持者である保護者の所
得証明書
◇申請締切＝１月31日（木）消印有効
◇支給決定＝平成25年２月末日
◇ 問合先＝㈶神奈川新聞厚生文化事
業団
　☎045-222-0615  FAX 045-222-0614

寄附金品ありがとうございました
【一般寄附金】脇隆志、日本農産工業（株）
【交通遺児援護基金】神奈川県設計
協同組合連合会、海老名市自動車商
工組合、（株）小田原ジムキ
【子ども福祉基金】佐藤和成
【ともしび基金】桜井恵知子、明治大
学校友会横浜支部、田中一美、（N）秦
野市障害者事業推進センター、関野
光枝、神奈川県教職員組合、（財）積善
会曽我病院、ガリバー横浜今宿店、日
本農産工業（株） （合計1,442,572円）
【寄附物品】神奈川県石油業協同組
合、日本シャクリー（株）、神奈川県
定年問題研究会
 （いずれも順不同、敬称略）

（株）NTTドコモ神奈川支店より子ども福祉基金
へご寄附を頂き、上野支店長（左）へ感謝状を贈呈

神奈川県グラウンド・ゴルフ協会よりともしび
基金へご寄附頂き、感謝状を贈呈。写真は小島
会長（右から２番目）と協会の皆様
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厚
木
市
西
部
に
位
置
す
る
森
の
里
地

区
は
、
丘
陵
地
を
開
発
し
27
年
前
に
入

居
が
始
ま
っ
た
住
宅
地
で
、
人
口
は
約

７
千
人
で
す
。
高
齢
化
率
は
20
％
と
市

平
均
よ
り
や
や
高
め
で
、
50
代
、
60
代

の
住
民
が
多
く
、
今
後
さ
ら
に
急
速
な

高
齢
化
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
多
数
の
企

業
が
あ
り
転
出
入
者
が
多
い
と
い
う
一

面
も
あ
り
ま
す
。

　
「
森
の
里
地
区
地
域
福
祉
推
進
委
員

会
」
は
、
平
成
17
年
に
設
立
し
、
民
生

委
員
児
童
委
員
、
自
治
会
、
小
・
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
会
等
の
代
表
、
地
域

福
祉
に
関
心
の
高
い
住
民
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
深
刻
化

す
る
高
齢
化
を
背
景
に
、
住
民
交
流
事

業
や
生
活
支
援
事
業
な
ど
地
区
住
民
の

生
活
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

交
流
と
関
係
づ
く
り
の
場

　
「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」
は
毎
月
、
１
丁

目
か
ら
５
丁
目
ま
で
の
自
治
会
館
を
順

番
に
巡
回
し
ま
す
。
今
年
で
８
年
目
に

な
る
事
業
で
、
民
生
委
員
児
童
委
員
が

一
人
暮
ら
し
の
方
や
新
た
に
移
り
住
ん

で
き
た
方
に
声
を
掛
け
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。
主
に
自
治
会

館
近
く
の
高
齢
者
が
集
い
ま
す
。
平
成

21
年
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
体

的
に
運
営
す
る
「
森
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
」
が
、

集
合
住
宅
集
会
所
で
毎
月
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
会
場
は
住
宅
地
の
中
心
に
近

い
た
め
、
外
出
途
中
に
だ
れ
も
が
気
軽

に
立
ち
寄
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
解
決 

「
も
り
の
応
援
隊
」

　
平
成
22
年
に
は
、
住
民
同
士
が
助
け

合
う
仕
組
み
と
し
て
、
生
活
支
援
事
業

を
担
う
「
も
り
の
応
援
隊
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
応
援
隊
は
、
家
事
・

庭
の
草
取
り
・
電
球
交
換
等
日
常
生
活

の
お
手
伝
い
を
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
現
在
の
利
用
登
録
者
は
、
高

齢
者
や
子
育
て
世
帯
な
ど
31
人
で
す
。

依
頼
者
に
は
で
き
る
だ
け
同
じ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
手
配
し
ま
す
。
こ
う

し
て
住
民
間
に
顔
の
見
え
る
関
係
が
で

き
、
見
守
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
緊
急
時
に
備
え
、
ベ
ッ
ド
で

の
移
動
や
車
い
す
の
移
乗
方
法
を
学
ぶ

研
修
会
の
開
催
な
ど
自
己
研
さ
ん
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
「
高
齢
化
の
流
れ
は
止
め
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
若
い
人
た
ち
に
も
入
っ
て
き
て

ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
、
高
齢
者
事
業

と
同
時
に
子
育
て
支
援
に
も
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
」
と
玉
巻
百
合
子
委
員
長

は
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

 
（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

「ふれあい喫茶」では、展示・イベントも
行われます

緊急時に備えた研修会
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〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX045-312-6302　E-mail  kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

支
え
合
う
地
域
住
民
の
力

森
の
里
地
区
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
（
厚
木
市
）

※ 

本
年
度
の
県
社
会
福
祉
大
会
に
て
、優
良

地
区
社
協
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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